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審査委員採点表
審査対象者
	会社名
	受付番号XX



審査期日：令和7年3月27日（木）

審査委員：氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自署）

審査結果（配点表）
	
	審査基準概要
	考慮項目
	配　点

	②事業遂行能力
	満点：10点

	
	信頼性
	CTVもしくは双胴船の実績があれば加算
もしくはCTV建造に資する技術を用いた高難易度船の実績があれば加算
※引き渡しが令和2年2月1日~令和7年1月31日の間のものに限る。
	
	2点

	
	納期管理
	・配置予定技術者&技能者調書
　保有する資格や経験年数などを参考に判断
	
	2点

	
	
	・総合日程表（大日程表）
　スケジュールの妥当性を判断
	
	3点

	
	リスク管理
	・BCP計画(事業継続計画)の有無および内容
　あれば内容の妥当性を判断
	
	1点

	
	品質管理
	・ISO9001の取得状況
	
	1点

	
	
	・社内品質管理基準書の有無およびその内容
　あれば妥当性を判断
	
	1点




	④技術提案（必須項目）
	満点8点

	
	· メンテナンス費用およびメンテナンス工数の削減に繋がる設計
例）
· 機関室内の物の置き場や作業スペース、および動線の確保
· 塗装仕様の変更（塗料の提案、溶接継手部分のタッチアップなど）
· 油圧機器の電動化
	
	2点

	
	· デッキのフラット性の確保
「図１ 一般配置図デッキ部分抜粋」に赤枠で示すデッキ部分の凹凸を可能な限り無くす工夫
[image: ]
図１　一般配置図デッキ部分抜粋
	
	2点




	
	· 雨天であっても、機関室倉口の開口時に雨水（デッキ上に溜まったものを含む）が入り込まない工夫
	
	2点

	
	· 船首フェンダーについて、どのような種類のものを設置することになっても取付交換が容易となる仕様の提案
例）
· フェンダー設置面がフラットで種々フェンダー取付のための治具の取付交換が容易
· 入渠せずとも船会社で取付交換が可能となるような仕様の提案
※　応札価格についてはD型防舷材を採用する前提で入札するものとする
[image: ]
[image: ]
図２　フェンダーの例
	
	2点

	⑤技術提案(任意項目)
	満点2点

	
	· 備品スペースとその活用方法について
· ジェイソンズクレイドルの保管場所とその保管方法
非常時には直ちに取り出せる場所に格納すること。
（想定サイズ：長さ 2860mm x 幅 710mm）
· その他、イマーションスーツ等の保管場所とその保管方法
	[image: ]
	[image: ]
格納イメージ


[image: ]
使用（落水者救助）方法イメージ
図3 ジェイソンズクレイドル
	
	1点

	
	· 計画船と岸壁間の移乗を容易にする工夫と、これに必要な装備品の提供
· 移乗用のタラップ、ギャングウェイに関する具体的な製品の提案と、これを用いた移乗方法についての説明
	
	1点

	合計
	
	20点

	コメント
	




以下、技術提案に関する補足

補足１　デッキのフラット性と船首フェンダーの取付交換の容易さについての補足
[image: ]

補足2　船首フェンダーの取付交換の容易さについての補足
[image: ]



補足3 機関室倉口の開口時に雨水が入り込まない工夫についての補足
[image: ]
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image9.svg
              デッキのフラット性と船首フェンダーの取付交換の容易さについての補足 既存船仕様 パターン① • アッパーデッキより低 い 位置にボルトで固定する仕様 • 本船上からボルト締め & 外しが出来ないので、 本船上からのフェンダー交換が難しい 総トン数 20 トン未満の既存の CTV は下記いずれかの仕様となっており、 デッキのフラット性確保と船首フェンダーの取付交換の容易さが両立していない。 これを可能な限り両立できるような方法を検討すること。    ← 船首部分 アッパーデッキ ↑ ← フェンダー ↓ ボルトで固定  既存船仕様 パターン ② • アッパーデッキより高い位置にボルトで固定する仕様 • 本船上、船首内側からボルト締め & 外しができるが、 ステップがある箇所ではアッパーデッキのフラット性 が確保できない    ← 船首部分 アッパーデッキ ↑ ← フェンダー ↑ ボルトで固定         ↓ ステップ
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image11.svg
        船首フェンダーの取付交換の容易さについての補足          フェンダー（交換頻度高） フェンダー（交換頻度低）      • フェンダーは ボートランディングパイプに接触する箇所 の消耗が早いと 想定される • フェンダーを小分けにできるような仕様を想定し、小分けにした各フェ ンダーを本船上から交換対応可能な仕様とする。 • 交換作業に際しては、本船上のデッキクレーンの活用を想定しても良い。


image12.png
KA ANAFANWTRICOWNTOFER

e TvuFx EASHEREEPCVOIDANDAEDERIC,
Ty *EICBE S T-KHPRABPISHENAFE L
SR ET B,

ZOB, BmH, PynN—TFTyvFEDT7Fv b
HIEERTBEERET S,

MREFICH, BH, MAA->TZ AW
ERCE

6700

== e

el s | hﬂmn;r ar
74 ooir i 3
w5 =TT





image13.svg
          機関室倉口の開口時に雨水が入り込まない工夫についての補足    • デッキ上から機関室や VOID への入室の際に、 デッキ上に溜まった水が内部に流れ込まない ような仕様 とする。 • この時、極力、 アッパーデッキ上のフラット 性は確保する 仕様とする。 • 雨天時にも、極力、雨が入ってこない仕様と する。          


image1.png
L
8L

cp.

) )

voi

T

T

seaoe
25,200

€6.00%4.20

“SCARGO

PTANK ROOM

600mm

17400
19050





image2.png
FRONDCTVERINTLARENLEME 7 = > X —

_OCEAN 3_(France

RUVITFLY7d—L+R)ILRyaA—T4>7 :|°+%E@:|“A (WEE S L) | AKX <4 2EEMT

1 REMAME 7 X — 2




image3.svg
                               OCEAN 3 (France)    RG Seasight Fenders (Denmark) ポリエチレンフォーム＋ポリウレタンコーティング       ゴム＋発砲ゴム（比較的柔らかい），摩擦を大きくする表面加工 欧州の CTV で使用されている代表的な船首フェンダー    図１ 代表的な船首フェンダー 2


